
- 1 - 

松村謙三先生を伝えよう

松村謙三先生没後４４年記念事業 

特別企画展示会 関係資料 その１/２ 重光 葵 往復書簡まで

記念講演会     平成２７年８月 21日(金) 

記念企画展示会 平成２７年８月 21日(金)～２８日(金) 

主催／松村謙三顕彰会 南砺市日中友好協会 後援／南砺市 
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●開催主旨                                          

松村謙三先生は、戦後の農地改革に大きな足跡を残され、さらに日中国交回復以

前の基盤づくりにも尽力されたことがよく知られています。 

政党政治家としての無私の信念と清廉潔白な政治姿勢は多くの信奉者を集め、政

治家を志す人の理想像として伝えられてきました。 

 没後 44年にあたる命日に、松村謙三先生の大いなる業績を再認識するため、記

念講演会と記念企画展示会を開催します。 

●開催概要                        

(1)記念講演会 

日時 平成 27年 8月 21日(金) 午後 2時～4時頃 

場所 南砺市福光5260 福光福祉会館3階ホール 

主催 松村謙三顕彰会 南砺市日中友好協会 

後援 南砺市 

内容 

○基調講演 

  「松村謙三と日本のあゆみ」 

   講師：武田知己氏（大東文化大学法学部教授）

(2)記念企画展示「松村謙三先生を伝えよう」 

日時  平成 27年 8月 21日(金)～8月 28日(金)午後 4時まで 

 場所  福光福祉会館1階ロビー 
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●記念講演会関係資料     

基調講演 

 「松村謙三と日本のあゆみ」 

    講師：武田知己氏（大東文化大学法学部教授）

■武田知己氏のプロフィール                        

・専門分野 

政治学、日本政治外交、日本史 

・学歴 

1994年 3 月 上智大学文学部卒業 

1998年 9 月 東京都立大学大学院（現首都大学東京） 

社会科学研究科博士後期課程中途退学 

2000年 2 月  東京都立大学 博士（政治学） 

・職歴 

1998年 10月 東京都立大学法学部政治学科 研究助手 

2001年  4 月 日本学術振興会特別研究員（政策研究大学院大学受入） 

2004年  4 月 大東文化大学法学部政治学科講師 

2007年  4 月 大東文化大学法学部政治学科准教授 

2012年  4 月 大東文化大学法学部政治学科教授 

・著書論文等 

単著 『重光葵と戦後政治』（吉川弘文館、2002年）  

共著 『歴代首相物語』（新書館、2003年） 

共編 『重光葵 最高戦争指導会議記録・手記』（中央公論新社、2004年） 

監修 『重光葵 外交意見書集』全三巻（現代史料出版、2007-2010年） 

共編 『日本政党史』（吉川弘文館、2011年） 
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■基調講演資料 

松村謙三と日本のあゆみ

2015年 8月 21日
於富山県南砺市

武田 知己（たけだ ともき）

大東文化大学法学部

ttakeda@ic.daito.ac.jp

■はじめに：戦後 70年を迎えた日本
ぉ全く遠くなった「近代」・「戦前」・「戦時」

ぉ意外と遠くなった「戦後」

ぉ意外と近い「戦国」・「近世」

■松村謙三の政治活動：三つの柱（木村時夫）

1883（明治 16）年生まれ：近代日本の発展期に物心がつく
ぉ議会制民主主義の確立・発展：初期議会の記憶－政党内閣期の混乱期から戦争を

挟んだ復活期までの中央政界で活躍

ぉ農業問題への合理的解決：富山の風土と卒業論文－町田農相の秘書官‐桜内農相

の政務次官‐幣原内閣の農相

ぉ日本とアジアの国家的・市民的提携：戦前は度々の渡支（教師としての派遣は断

念）－戦後も五度の訪中－日中友好の井戸掘り人

1971（昭和 46）年 8月：田中角栄内閣成立直前に逝去

■松村謙三の資質：近代日本の失われた可能性・政治家のモデルの具現者

ぉ高潔さ：人格形成期における家族・教師の影響

ぉ観察眼の鋭さ（筆致の暖かさ）：画家を進められた少年期。新聞記者時代の習性

（『三代回顧録』における張作霖爆殺事件、２・２６事件、終戦時の描写）

ぉ縁の下の力持ち：遅れた政界進出と長い秘書官時代

ぉ尊皇家でありつつ進歩的であること：革新的な保守

ぉ反対党としての魅力：改進党幹事長として・岸信介への挑戦

ぉ誰もやらないならば自分がやる：対米協調外交の中での中国問題

ぉ歴史に裏付けられた政治観・政治家観：歴史への強い関心
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■松村を支えた福光・富山・北陸人脈と早稲田人脈

ぉ教師：山本宗平など

ぉ家族・親族：松村家と改進党（明治）とのつながり。谷村一太郎という後見人。

ぉ学者：得能文（南弘）・関与三郎・安部磯雄・青柳篤恒など

ぉ建設：宮長平作など

ぉ選挙区：根尾宗四郎、高広次平、北六一郎、島荘次、砂土居次郎平、桜井宗一郎、

武部毅吉など

■政治家・官僚の人脈

ぉ政治家：大隈重信・高田早苗・安部磯雄・永井柳太郎・中野正剛・浜口雄幸

・町田忠治・後藤文夫・大橋八郎・桜井兵五郎・三木武吉など

ぉ農政官僚：松村真一郎・石黒忠篤・荷見安・小平権一・笹山茂太郎・重政誠之

・井野碵哉・周東英雄・竹山祐太郎・三浦一雄・和田博雄など

ぉ厚生官僚：青柳一郎・河合良成（政務次官）・

■おわりに：松村の歩みが語りかけること

ぉ混迷の時代の「導きの糸」

ぉ意外と近い「近代」・「戦前」・「戦時」

ぉ失われた可能性を掘り返すこと

＜松村の研究＞

・木村時夫『松村謙三』伝記編上下・資料編（櫻田会、1999年）
・遠藤和子『松村謙三』（KNB興産、昭和 50年）
・安藤俊裕『政客列伝 松村謙三』（日本経済新聞Web版に連載）
                              ※筆者記述のまま掲載 
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※　松村謙三先生の略年譜　　　　　　　　　　　（参考　p.57,58,59,60,61）
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